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マナーを身につけるのは日々の食卓から

はしの持ち方

②はしを「１の字」

を書くように、た

てにうごかす。

①正しいえんぴつの

持ち方で、はしを 1

本持つ。

③もう１本のはし

を親指のつけね

から、中指と薬指

の間に通す。

④上のはしだけを

うごかすように

練習する。

「はしに始まりはしに終わる」とい

われるように、はしには、日本の文化

や日本人の気質が詰まっています。

正しいはしの持ち方、使い方ができ

ると、見た目も美しく、料理が食べや

すくなります。また、周りの人も気持

ちよく、楽しく食事ができます。

日ごろから大人も正しいマナーを

意識することが大切ですね。

食事のマナーを身につける場所として貴重な位置を占めているのは、やはり「家庭での食

卓」です。

毎食は無理でもできるだけ回数多く一緒に食べられるといいですね。

マナーは、毎日の食事の中で少しずつ繰り返し教えることが大切です。

また、理由を教えることも大切なことです。「みっともないから、恥ずかしいから」とい

うだけでは子どもたちも納得しません。一緒に食事をする人どうしがお互いに気持ちよく食

べるための心遣いであることを年齢に合わせてかみ砕いて説明しましょう。



～基本の配膳～

おかずは奥
牛乳は右奥

汁ものは右主食は左

食器はどこに並べてもよいというものではありません。日本の食卓の定番で

あり、バランスのとれた食事となる「一汁三菜」を基本に給食では、上図のよ

うにおき、当番や自分たちで食器をトレイに並べます。家庭でも、最初は教え

ながら一緒に並べ、慣れてきたら子どもに任せ、考えながら体験させることも

大事なことです。

日本料理の基本的な型の並べ方は、室町時代に完成したと言われています。

しっかり覚えて大切な食文化を受け継ぎ、未来につなげていきましょう。


